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開催日 平成 27 年 11 月 2 日（月） 会場 消防署 

 

 

【当日参加団体一覧】 

団体名 

ウィスティリア三島青木自治会 

南本町高台町内会 

南田町町内会 

保護司 

南幼稚園、PTA 

南中学校支援地域本部 

玉川防災委員会 

青木町内会 

玉川自治会 

民生委員・児童委員 

平田むつみ会 

南小学校、PTA 

保健委員会 

中央町子ども会 

かわせみ自治会 

富田町自治会 

地域包括支援センター三島 

私立のびる幼稚園、PTA 

南中学校 

消防団第 2分団 

 

 ※当日参加者 26 名 

 

【地域の情報交換】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【テーマ別会議】 

会場アンケートの結果 

①多くの人が参加したくなる防災訓練を開催しよう！・・・・・・・・・・・・・・ ６人 

②学校や幼稚園・保育園と地域との連携を深めよう！・・・・・・・・・・・・・・１０人 

③地域の子ども達を地域で支えるためにできることを始めよう！・・・・・・・・・ ７人 

④その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２人 

 ※アンケートの結果、②と③に分かれ話し合いました。 

  

平成27年度 南小学校区 第２回地域コミュニティ連絡会まとめ 

＜会場アンケート＞ 

話し合いたいテーマについて、参加者の意向を伺いました。 

ご参加ありがとうございました。 

～各団体より校区の皆さんへ、情報提供＆ご協力のお願い～ 

 

●地域包括支援センター：6～7 月｢地域安全サポーター養成講座(全 6 回)｣を実施。高齢者が安心して

生活できる地域づくりを目指す講座。来年度も開催予定。  

●南 幼 稚 園：11/24(火)南小デイ教室との交流。12/15(火)｢表現遊び｣、近隣の社会福祉

施設、南小デイ教室、南小、未就園児を招待し、表現遊びを披露する。 

●平田むつみ会：毎月 3 回(1、10、20 日)19：00～20：00、15 名程度で町内の防犯パ

トロールを実施している。 

●南中学校支援地域本部：7月｢通学路キラリ大作戦｣実施(160人参加)、次回は卒業式の前頃を予定。

中学生に対して、ご自身の職業経験等を話してくださる方を募集中。 
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テーマ別会議①：「学校や幼稚園・保育園と地域との連携を深めよう！」 

現状・課題 解決策 取り組めそうなこと（案） 

●情報の共有 

・園の行事を知ってほしい 

・ポスター掲示の依頼先が不明 

・小学校では、学校だよりや学校のブログで情報をできるだけ

発信している 

・役員が自宅などへポスターを貼り、幼稚園で遊べる日などが

わかるようにしている 

・回覧板に保育園の情報を載せたい 

・地域の中で情報共有ができていない 

・情報を知らせる＆広める手段 

・自治会長に相談する 

・情報共有できるように市が協力してほしい 

●回覧板で配る 

・回覧したい情報があればいつでもどうぞ。 

玉川自治会（Tamagawa2015@gmail.com） 

・メールでの連絡方法もあり 

 

 

 

・三島市役所内部（各部署間）の情報を発信する

必要があるのではないか？ 

●あいさつ・交流が少ない人がいる 

・商店街の方々は登下校時、店の表で見守ってくれている 

・隣近所と挨拶するが、通園・通学中に会う地域住民との挨拶

が少ない 

・町内の祭りで青年会と子ども会は密接になるが、老人会との

距離がある 

・高齢者と子どもの交流が少ないので、高齢の方との接し方が

わからない子ども（小学生～）が多いのでは？ 

・小学生になると恥ずかしがって話や挨拶ができない 

●ふれあいの機会 

・普段から子と老人のふれあいが必要（慣れ

が必要） 

・登校時間帯に地域の方が見送り（横断歩道

など）してくださるとうれしい 

・人と人はあいさつから始まる 

 

●あいさつ・声かけ 

・地域を散歩する機会が多いのでなるべく声かけ

をしていきたい。声をかけていただきたい 

・知っている方に限らず、同じ地域なのだから挨

拶をする 

●園も地域と積極的に関わりたい 

・8月の防災訓練に参加させていただき、ご近所の方々と顔を

合わせることができて良かった（青木保育園） 

・地域とどのようにコミュニケートが取れるのか？ 

・老人クラブへ園庭解放している（のびる幼稚園） 

●学校・園から地域へ出向こう 

・お祭り等（音楽会・体験保育）のお知らせ

を委員や知人の家に貼ってもらう。またホ

ームページで知らせる 

・高齢者は引きこもってしまう傾向あり 

・地域の人や子からの交流や挨拶があるとう

れしい 

●連絡をして園に行く 

・ぜひ地域の方が幼稚園へ足を運んでほしい 

 

●学校行事に地域参加 

・学校で行っているキャップや牛乳パック回収に

地域が参加する 

・朝の回収を始める予定なので持って来てもらう 

※下線部は、平成 27年度第 1回連絡会における意見  

mailto:Tamagawa2015@gmail.com
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テーマ別会議②：「地域の子ども達を地域で支えるためにできることを始めよう！」 

現状・課題 解決策 取り組めそうなこと（案） 

●学校支援地域本部を立ち上げる 

・来年度、南小の地域支援本部を設立する 

・おやじの会を中心に学校支援地域本部に移行 

 ・自治会も大変 

●子ども会の活動低迷・会員減少 

・子ども会は必要（または子ども会に代わる組織） 

・子ども会がない、子ども同士の交流がない 

・親の考え方の問題 

・そもそも子どもが少ない 

＜子ども会会員減少の理由：親の負担＞ 

・会長ひとりに仕事が集中している 

・親の負担が大きい（5年生は役員なので子ども会退会） 

・母親の派閥争いになっている 

・ワークスタイルの変化（共働きで忙しい親達） 

●ふれあいが大切 

・防災訓練に子どもも多数参加し、和気あいあいと実施 

●子ども会は親同士の情報交換の場でもあり重要 ●子どもやその親が必要としているサポートを

調査する 

・子や親はどんなサポートを希望するのか？ 

（お金？労力？手間？…） 

・町内会は子育てに手を出しにくい 

・子どもへの直接のサポートよりも家族のサポ

ートが大切 

●合同子ども会の検討 

・他子ども会への加入や受入れ体制の整備が必要 

・近隣の町内と合同の子ども会があっても良い 

●役員をサポートする 

・シニア世代がサポート 

・父親がサポートすることは難しい 

●親の意識改革 

・親が熱心なら入会する 

・かつては、球技大会に父親も参加していた 

・昔は父親が協力しておばけ屋敷をやった 

●地域で育てる意識 

・「子どもたちを地域で育てる」意識を根付かせたい 

・無関心、人任せの人を減らしたい 

・子どもは地域・国の宝。子どもこそ将来の地域のもとに

なる 

●地域で育てる一つの手段が子ども会 

・地域の集まりへの参加推進を 

●子ども会以外の選択肢の検討 

・子ども会のイベントは増やしたくない 

・地域のイベントに子どもを！ 

・校区全体は難しい。まずは町内会で・もちつ

き大会・どんど焼きなど 

・マニュアル化すれば負担少ない ・防犯上で事故防止等何か助けられないか？ 

●遊べる環境がない 

・地域で子どもが遊べる環境がない 

・場所があっても遊び方が違う（みんなで遊ばない） 

・子どものモラル低下。地域で何をしたら良いか 
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テーマ別会議①：「学校や幼稚園・保育園と地域との連携を深めよう！」 

 

 

テーマ別会議②：「地域の子ども達を地域で支えるためにできることを始めよう！」 

 

 


